
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発表記者クラブ 

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、横浜海事記者クラブ、神奈川県政記者クラブ 

 

問 合 せ 先 
神奈川県道路協議会事務局 

神奈川県 県土整備部道路整備課 野口、水科        TEL 045-210-6406(直通) 

横浜市 道路局計画調整部企画課 菊地、古性、青木      TEL 045-671-2779(直通) 

川崎市 建設局道路計画部道路計画課 小林、宮川      TEL 044-200-2781(直通) 

  国土交通省 関東地方整備局横浜国道事務所計画課 土肥 TEL 045-316-3536(直通)    

神奈川県道路協議会では、神奈川のみちづくり『平成 18 年度達成度報告書／平成 19 年度業績計画書』 

（別紙参照）をとりまとめました。 

● 主な成果指標の達成状況 

安全ドライブのびのび道路：『死傷事故率』は7％減少     達成 

死傷事故率の高い箇所の対策を集中的に行う「レッドゾーン戦略」に基づく国道1号崇善
小学校前交差点において、右折誘導線の改良などの事故対策を実施 

地震に負けないしっかり道路：『橋りょうの耐震補強』9割超え 達成 

神奈川の緊急輸送道路上における耐震補強が必要な橋りょう748橋について、平成１９年度

にて概ね完了予定 

安全・快適らくらく歩行空間：バリアフリー化率11％向上   未達成 

電線類を地中化し快適な歩行空間、景観にも優れた歩行空間の向上を目指しバリアフリー

化、無電柱化を推進 

 

記者発表資料 

●神奈川のみちづくりについて、みなさまのご意見をお待ちしております。 

・ 自治体（神奈川県、横浜市、川崎市）などで概要版を入手できます。付属しているアンケートにご

協力をお願いします。また、下記のホームページでも閲覧できます。 

http://www.ktr.mlit.go.jp/yokohama/h19outcome/index.html  

 

神奈川県道路協議会 
神奈川県、横浜市、川崎市、国土交通省、東日本高速道路㈱、中日本高速道路㈱、首都高速道路㈱ 

 

平成１９年１１月３０日

神奈川のみちづくり  

神奈川の道路を取り巻く様々な課題を解決するために実施 

した事業を成果指標で評価しました。 




